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第１ 法人運営 

 

１ 評議員会の開催 

（公財）福岡県動物愛護センター（以下「センター」という）の運営事項を決定するため、次の

とおり評議員会を開催した。 

区  分 開催年月日 場  所 付  議  事  項 結 果 

第 1回 

 

令和 4.4.25 （書面決議） １ 理事 1名の選任の件 原案のと

おり決議 

第 2回 

 

令和 4.6.30 福岡市（博多

サンヒルズ

ホテル） 

１ 令和３年度事業報告について 

２ 令和３年度決算及び監査報告について 

原案のと

おり決議 

 

 

２ 理事会の開催 

   センターの運営事項を決定するため、次のとおり理事会を開催した。 

区  分 開催年月日 場  所 付  議  事  項 結 果 

第 1回 

 

令和4.4.11 （書面決議） １ 令和４年度第１回評議員会の書面によ

る決議の件 

原案のと

おり決議 

第 2回 

 

令和4.4.25 （書面決議） １ 常務理事選定の件 原案のと

おり決議 

第 3回 

 

令和4.5.31  福岡市（博多

サンヒルズホ

テル） 

１ 令和３年度事業報告について 

２ 令和３年度決算及び監査報告について 

３ 専決処分について        

４ 令和４年度第２回評議員会の開催につ

いて  

原案のと

おり決議 

第４回 令和5.2.16 福岡市（博多

サンヒルズホ

テル） 

１ 令和４年度補正収支予算について 

２ 令和５年度事業計画について 

３ 令和５年度収支予算並びに資金調達及

び設備投資の見込みについて 

原案のと

おり決議 
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３ 評議員及び役員に関する事項（令和５年３月３１日現在）                  

（１）評議員                            

役 職 名 氏    名 就任年月日 摘            要 

評議員 白石 博昭 令 3.4.30 福岡県保健医療介護部長 

評議員 草場 治雄 平 25.4.1 （公社）福岡県獣医師会会長 

評議員 坂本 慎二 平 30.10.3 （公社）福岡県生活衛生営業指導センター理事 

評議員 櫻内 京子 平 25.4.1 元福岡県愛玩動物協会副代表 

評議員 林  泰輔 平 30.10.3 （一社）九州動物福祉協会事務局長 

 

 

（２）理事                           

役 職 名 氏    名 就任年月日 摘            要 

理 事 長 田村  聡 令 1.5.15 
福岡県保健医療介護部食の安全総合調整監兼生活

衛生課長 

常務理事 友枝 哲宏 令 4.4.25 (公財)福岡県動物愛護センター所長 

理  事 小野 教子 平 25.4. 1 
フリーライター 

元ドッグマンス実行委員会代表 

理  事 小山 幸江 平 27.6.16 
元当センター業務課長 

当センターボランティア 

理  事 山根 明弘 平 29.6.27 
西南学院大学人間科学部教授 

理  事 横田 昌宏 平 27.5.13 
古賀市副市長 

理  事 和田 敏憲 令 3.6.25 
福岡県獣医師会理事（いのちをつなぐ委員会委員

長） 

 

 

（３）監事                              

役 職 名 氏    名 就任年月日 摘            要 

監  事 井上 久信 令 1.6.12 井上久信税理士事務所所長 
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４ 職員構成（令和５年３月３１日現在 １０人） 

 

      
嘱託職員 

(事務専門職)１ 
   

管理課長  

（事 務）１ 

  

            

           嘱託職員 

（事 務）１  

  

所     長 

（獣医師）１ 

  
 

 

           

  

 

 
嘱託職員 

（技 師）３ 
            

         

業務課長 

（獣医師）１ 

  
嘱託職員 

（獣医師）１ 
  

 

 

 

 

 

 

               

  
嘱託職員 

（動物愛護）１   
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第２章 事業の実施 

１ 動物愛護と適正飼養に係る普及啓発及び人材育成事業 

（１）県内の動物関係専門学校生等への研修 

ア 動物関係専門学校生研修及び実習 

動物関係の専門学校の学生に関しては、センター業務、狂犬病予防法、動物の愛

護及び管理に関する法律、動物由来感染症、犬のしつけ及び動物福祉等に関する研

修を行い、同時に、将来動物関係の仕事に携わる中で、飼い主等に対する啓発をお

願いした。 

期  間 内容及び参加者 

７月１３日（水） 
研修  福岡ＥＣＯ動物海洋専門学校 

動物園・動物飼育専攻 ７３名 

１０月  ３日（月） 
研修  福岡ＥＣＯ動物海洋専門学校 

ドッグトレーナー専攻 １６名 

１０月 ４日（火） 

研修  福岡ＥＣＯ動物海洋専門学校 

ドッグトレーナー専攻 

総合ペットショップ専攻 １９名 

 

イ 動物愛護推進員、行政担当者及び中学生等への研修及び実習 

  センター業務、動物関係法令、犬や猫の健康管理法及び犬のしつけ方等に関する

研修及び実習を行った。 

(ｱ) 中学生実習 

     本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により学生の来所がなく、研修及 

び実習を行うことができなかった。 

(ｲ)その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 内 容 及 び 参 加 者 

５月２０日（金） 研修 帝京科学大学大学院 

    伴侶動物行動学研究室 ２名  

７月２１日（木） 研修 福岡魁誠高等学校 １４名 

７月２７日（水） 電話インタビュー 新宮高等学校 ２名 

８月 １日（月） 電話インタビュー 京都高等学校 ２名 

８月２２日（月） 研修 上智福岡高校 ４名 

８月２１日（日）～ 

  ８月２９日（月） 

実習 岡山理科大学 

獣医保健看護学科 １名 

１月１０日（火） 電話インタビュー 三池高等学校 ２名 

１月１７日（火） 研修 九州大学芸術工学部環境設計学科 １名 

３月 ９日（木） VPCamp ２名 
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ウ ペット飼育高齢者支援アドバイザー養成講習会 

高齢者によるペット飼育放棄等の問題を未然に防ぐため、日ごろから、県と連携

し、高齢者に対する啓発や適切な助言を実施し、高齢者に対する適切なペット飼育

の支援を行う人材を養成することを目的として講習会を行った。 

〇開催状況 

・日時 １０月６日（木）１３：３０～１６：００ 

・場所 福岡県中小企業振興センタービル 3 階 ３０１A 会議室 

    及び、上記会場から zoom を用いた Web 配信 

・対象 動物愛護推進員他「ペット飼育高齢者支援アドバイザー養成講習会実施要

領」に基づく受講要件に合う者 

・受講者数 ３８名（会場；１０名、Web；２８名） 

・内容 高齢者のペット飼育の現状、高齢者に関する法令及び制度等、動物愛護に

関する法令及び制度等、ペット飼育高齢者への支援の実例と在り方、県の取

り組み等 

 

（２）施設見学者への啓発 

ア 施設見学の受入れ 

施設来場者に対して、センターの事業の説明及び動物愛護に関する啓発を行った。 

・受入状況                              単位：名 

講習会 

見学者 

動物愛護 

団体 
小中学生 

専門学校 

高校生 

行政関係 

愛護推進員 

一般 

来場者 
合計 

１０ 

（２１） 

７ 

（６） 

０ 

（０） 

１２６ 

（０） 

２４ 

（３１） 

４９２ 

（５４４） 

６５９ 

（６０２） 

※（ ）は令和３年度の実績、以下同様 

 

イ センターオープンデーの開催 

〇開催状況 

月日（曜日） 参加団体数 一般来場数 参加犬猫数 
(登録) 

ボランティア数 

６月１９日（日） ６団体 １８６名 ３９頭 １５名 

     ・場所 福岡県動物愛護センター  

・時間 １０：００～１５：００ 

・内容 「動物と共に生きるために」をテーマに講演会、センター譲渡犬の里帰り

会等を行った。 

       

ウ テレビ、広報等による啓発 

    (ｱ) ふくおかインタ－ネットテレビに番組がアップロードされた。 

     岡澤アキラのふかぼりっ！福岡県（テーマ：ペットとの暮らし） 

(ｲ) その他 

フェイスブック、インスタグラムにより、譲渡動物の様子などの情報発信を行っ

た。 
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（３）犬のしつけ方教室 

犬の適正飼養や犬とのより良い関係づくりを啓発し、模範的な飼育者及び模範犬の

育成を図ることを目的として、犬の習性、行動や心理に関する情報を提供しながらし

つけ方の指導を行う「犬のしつけ方教室(一般コース、子犬コース)」を実施した。 

また 、 子犬コースに参加し、全レッスンを終了した飼い主と犬を対象としたフォロ

ーアップ講習会「ワンパク同窓会」を開催した。 

 

ア 一般コース 

〇 開催状況 

月日（曜日） 受講者数・組数 
（登録） 

ボランティア数 
モデル犬数 

４月１７日（日） ２名・１組 ５名 ５頭 

５月１５日（日） ０名 - - 

７月１７日（日） ５名・３組 ２名 ３頭 

９月１８日（日） 中止（台風） - - 

１０月１６日（日） １２名・６組 ３名 ３頭 

１１月２０日（日） ０名 - - 

１２月１８日（日） 中止（大雪） - - 

  １月１５日（日） 1名・１組 ５名 ５頭 

２月１９日（日） １２名・７組 ５名 ２頭 

３月１９日（日） ５名・２組 ５名 ３頭 

計 
３７名・２０組 

（７４名・３５組） 

２５名 

（４１名） 

２１頭 

（２３頭） 

・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

・ 時間  １３：００～１５：３０ 

・ 対象  一般県民 

・ 内容 

     (a) 講義  センターの業務、しつけの必要性、犬の習性と性質、犬の社会化、 

不妊去勢手術、しつけの基本、良い遊びと良くない遊び、犬のことば、 

問題行動の背景と対処方、しつけグッズの紹介等 

    (b) モデル犬の実演  犬と飼い主の関係づくり、オスワリ、フセ等 
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イ 子犬コース 

   〇 開催状況 

月日（曜日) 内容 受講者数 同伴犬数 
（登録） 

ボランティア数 

６月  ２日（木） 講義  ４名 ―   １名 

 ６月 ９日（木） 実技１  ５名 ３頭   ５名 

   ６月１６日（木） 実技２  ６名 ３頭   ５名 

９月 １日（木） 講義  ６名 ―   ２名  

   ９月 ８日（木） 実技１  ９名 ４頭   ６名 

 ９月１５日（木） 実技２ １０名 ４頭   ７名  

 ９月２２日（木）・ 

９月２７日（火） 
実技３  ７名 ４頭   ５名  

１１月１０日（木） 講義  ５名 ―   ２名 

１１月１７日（木） 実技１  ４名 ３頭   ６名 

１１月２４日（木） 実技２  ３名 ３頭   ７名 

   ３月 ２日（木） 講義  ６名 ―  １名 

   ３月 ９日（木） 実技１  ８名 ４頭  ５名 

   ３月１６日（木） 実技２ １０名 ４頭  ５名 

合計   
８３名 

(９４名) 

３２頭 

(２８頭) 

５７名 

(４２名) 

・ 場所  福岡県動物愛護センター 大会議室 

・ 時間  （講義）１３：００～１５：３０ （実技）１３：３０～１５：３０ 

 ※９月開催分は、スタッフ体調不良のため、日程を変更して行った。 

・ 対象  一般県民 

   ・ 内容 

    (a) 講義  センターの業務、犬との暮らしの基本、遺伝と環境、犬の学習方法、 

犬と飼い主の関係作りプログラム、犬のストレス等 

    (b) 実技  アイコンタクト、オスワリ、マテ、フセ、オイデ、ゲーム等 

 

ウ ワンパク同窓会 

   〇 開催状況 

月日（曜日） 参加者数 同伴犬数 （登録）ボランティア数 

  ４月２７日（水） ４０名 ２６頭  １０名 

１１月 ９日（水） ３５名 ２３頭   ５名 

合計 
７５名 

（４４名） 

４９頭 

（２７頭） 

１５名 

 （８名） 

・ 場所  福岡県動物愛護センター 駐車場 

   ・ 時間  １３：３０～１５：３０ 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、時間短縮し、屋外のみでの実施とし

た。) 



- 8 - 

 

   ・ 対象  犬のしつけ方教室子犬コースを修了した飼い主と愛犬 

・ 内容  近況報告、実技、ゲーム等により、飼い主のスキルアップ、モデル的飼

い主の組織としての情報発信 

 

（４）猫の適正飼養に関する普及啓発 

  ・「にゃんにゃんセミナー」 

   完全室内飼育、不妊去勢手術の実施等、適正な飼養方法を広く普及啓発することを 

目的に実施した。今年度からは、会場と Web 配信のハイブリッド開催とした。 

〇 開催状況                           単位：名 

月日 

（曜日） 

５月１８日 

（水） 

８月２１日 

（日） 

１１月３０日 

（水） 

２月２２日 

（水） 
合計 

受講者数 7 １５ ５ ７ 
３４ 

（２４） 

内
訳 

会
場 

６ ４ ３ ５ 
１８ 

（１８） 

Web  １ １１ ２ ２ 
１６ 

（ ６） 

   ・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

    及び、上記会場から zoom を用いた Web 配信 

・ 時間  １３：３０～１５：３０ 

・ 対象  一般県民 

・ 内容  猫をとりまく現状、猫の習性の理解、猫のニーズを満たす、猫のストレ

スサイン、なぜ完全室内飼育なの？猫の病気と健康管理、猫の不妊去勢 

手術の必要性、完全室内飼育のためのポイント、トイレのしつけ、猫の

食事、お手入れ等 

 

（５）動物愛護教室 

    〇 開催状況                           単位：名 

月日（曜日） 時 間 大人 子ども (登録）ボランティア 

７月２７日（水） 10:00～11:30 ４ ６ ３ 

８月１７日（水） 10:00～11:30 ３ ４ １ 

・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

・ 対象  幼稚園、小学校等の園児、児童 

・ 内容  動物愛護センターのお仕事紹介、動物クイズ、動物の心音を聞いてみよ

う、施設見学等  

 

（６）講師派遣 

   保健福祉事務所、市町村等主催者からの依頼がなかった。 

 

（７）譲受団体研修会 

    ・ 開催日時  ５月２４日（火）１３：３０～１５：３０ 
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・ 場所     福岡県動物愛護センター（大会議室） 

         及び、上記会場から zoom を用いた Web 配信 

・ 参加者    １５団体２１名（会場；９団体１４名、Web；６団体７名） 

・ 内容     令和３年度譲受団体への譲渡状況、センターにおける人材育成の充 

実強化についての協力依頼、２０２２年度センターオープンデーの 

開催について、センターHP 等の活用についての説明をした。 

 

（８）ボランティア研修会 

   ア 新規ボランティア研修会 

  〇 開催状況                              単位：名 

月日（曜日） 受講者数 登録可数 登録済数 

  ４月６日（水） ５ ５ ５ 

 ６月８日（水） ９ ８ ８ 

  ８月３日（水） １ １ １ 

１０月５日（水） ２ ２ ２ 

１２月７日（水） ４ ４ ４ 

  ２月１日（水） １ １ １ 

合計 
２２ 

（２４） 

２１ 

（２４） 

２１ 

（２４） 

・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

・ 時間  ９：００～１１：３０ 

・ 対象  センター事業を支援する意思のある方 

・ 内容  ボランティアに必要な事項等の説明 

・ 新規ボランティア登録者  ２１名 

（参考）ボランティアの活動状況 

ボランティア活動の動物愛護事業名 事業回数 
参加人数 

（延） 

反省会及び 

意見交換会 

これから犬を飼う人のための講習会 １５回 ６２名 １３回 

犬のしつけ方教室 
一般コース  ６回 ２５名 ６回 

子犬コース １３回 ５７名 １２回 

ワンパク同窓会  ２回 １５名   ２回 

にゃんにゃんセミナー  ４回  ８名   ２回 

動物愛護教室  ２回  ４名   １回 

ボランティア勉強会・研修会  ５回 ６９名   ５回 

日常のお世話（散歩、シャンプー、手入れ等） ２９回 ８４名 ２２回 

センターオープンデー  １回 １５名  １回 

動物愛護フェスティバル  １回  ５名  １回 

合       計 
７８回 

（５８回） 

３４４名 

（２３１名） 

６５回 

（４２回） 
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イ ボランティア勉強会 

 ボランティアの資質向上を図るための勉強会を開催した。 

 ・ 場所    福岡県動物愛護センター大会議室 

(ｱ) 第１回 ８月１日（月）１３：３０～１５：３０  

         内容：カーミングシグナルについて 

         参加人数：８名 

(ｲ) 第２回 １０月６日（水）１４：００～１７：００  

      内容：コングについて（実習） 

      参加人数：１７名 

(ｳ) 第３回 １２月３日（土）１５：００～１７：００ 

      内容：コングについて（講義） 

      参加人数：２０名 

 

ウ ボランティア及び譲受団体合同研修会 

    ボランティアと譲受団体との連携及び情報交換を行い、円滑な譲渡事業の実施及

び資質の向上を図るため、研修会を開催した。参加への利便性を測るため、Web 配

信も実施した。 

   ・ 開催日時  １２月１４日（水）１３：３０～１６：００ 

・ 場所    福岡県動物愛護センター（大会議室） 

 及び 上記会場から Zoom を用いた Web 配信 

・ 参加者    譲受団体 ８団体１２名 

（会場；６団体１０名、Web；２団体２名）   

          参加ボランティア １０名（会場；６名、Web；４名）  

        行政担当者 ８保健所１０名（会場；２名、Web；８名） 

      計 ３２名（会場；１８名、Web；１４名） 

・内容     講話「動物愛護と動物福祉」               

        講師：冨澤 奏子（大牟田市動物園） 

 

エ ボランティア意見交換会 

    ボランティアに対してセンター事業等の実施状況の説明を行い、円滑なボランテ

ィア活動の実施を図るため、意見交換会を開催した。参加への利便性を測るため、

Web 配信も実施した。 

   ・ 開催日時  ３月１日（水）１０：００～１１：３０ 

・ 場所    福岡県動物愛護センター（大会議室） 

 及び 上記会場から Zoom を用いた Web 配信 

・ 参加人数  １４名（会場；８名、Web；６名）  

 

（９）動物愛護に関する行政機関との連携事業 

  ア 動物行政担当者研修会及び情報交換会 

    動物愛護事業について、福岡県内各保健福祉（環境）事務所の動物行政担当者と 

   連携を図るために、次の事業を行った。 
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   (ｱ) 研修会 

・ 日時  ６月２１日（火）１３：００～１６：３０ 

・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

      及び 上記会場から Zoom を用いた Web 配信 

・ 参加者 １４名（会場；１０名、Web；４名） 

(ｲ) 情報交換会 

・ 日時  ２月８日（水）１３：００～１６：００ 

・ 場所  福岡県動物愛護センター（大会議室） 

      及び 上記会場から Zoom を用いた Web 配信 

・ 参加者 １６名（会場；１１名、Web；５名） 

 

イ 愛護動物同行避難訓練 

(ｱ) 福岡県総合防災訓練 

        a 日時 ５月２９日（日）８：００～１２：３０ 

       b 場所 須恵町会場 

          健康広場（須恵町上須惠１１６７－３） 

          あおば会館（須恵町上須惠１１６７－１） 

c 内容 同行避難啓発パネル及びグッズのイベント展示 

飼い主及び飼い犬の同行避難訓練実施 

 

(ｲ) 福岡県原子力防災訓練 

        a 日時 １０月２９日（土）９：００～１３：００ 

       b 場所 シーメイト（志免町志免４５１－１） 

    c 内容 愛護動物同行避難訓練及び講話の実施 

 

ウ 福岡県内動物愛護（管理）センター会議 

本年度は書面開催とした。 

 

エ イベント展示 

(ｱ) 第２３回福岡県農林水産まつり 

        a 日時 １１月１２日（土）１０：３０～１９：００ 

           １３日（日）１０：００～１６：００ 

       b 場所 福岡市地行中央公園（福岡市中央区地行浜） 

c 内容 ワンヘルスゾーンにて譲渡犬猫の情報を登録譲受団体２団体と協力し

てパネル展示 

 

(ｲ) 令和５年復興支援・防災フェスティバル  

       a 日時 ３月１９日（日）１０：００～１５：００ 

      b 場所 春日公園 芝生広場（春日市原町３－１－４） 

c 内容 同行避難啓発パネル及び同行避難準備グッズの展示 
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２ ペット相談事業 

ペット等に関する相談を電話やセンター窓口において受け付けた。 

 犬は譲受希望の問い合わせが一番多かったが、猫は保護の相談が多かった。犬も猫も

自分では飼えない、もしくは飼えなくなったが、当センターから譲渡して欲しい、もし

くは、一時預かって欲しいとの要望が多かった。当センターへの引取りや譲渡を依頼す

るのではなく保護した猫をどうしたらよいかと助言を求める問い合わせも多かったため、

保護した命を助けたいのであれば、自分で譲渡先を探せるように新しい飼い主を探す方

法を伝えている。また、入院等による一時預かりを希望している場合は、民間の業者を

利用するように助言している。トラブルの相談内容は、犬は虐待に関する相談、猫は被

害を受けている相談が多かった。犬、猫ともに失踪に関する問い合わせに対しては、当

センターホームページへの掲載を案内するとともに、管轄保健所の案内、鑑札や迷子札

等の装着の必要性についてアドバイスしている。 

 

（１）相談件数 

 ６２３件（犬２２１件、猫３０２件、その他 １００件） 

 

（２）相談内容            単位：件     

相談内容 犬の件数 猫の件数 

譲受希望 １１６ ２６ 

失踪 １６ ３２ 

保護 ２１ ９４ 

譲渡・預け希望 １６ ４２ 

引取り依頼 １１ ２０ 

飼い方相談  ６  ８ 

トラブル・虐待・苦情 １６ ５７ 

その他 １９ ２３ 

 

ア 犬の相談内容           イ 猫の相談内容 
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ウ 犬及び猫以外の主な相談内容 

・ HP への掲載に関する問い合わせ、相談 

・ 犬猫以外の愛玩動物の保護・譲渡に関する相談 

・ 登録・注射手続きに関する問い合わせ 

・  愛護団体に関する問い合わせ、相談 

・ 動物取扱業に関する問い合わせ、相談 

・  野生動物の保護に関する相談 

・  MC に関する問い合わせ 

  等 

 

３ 調査研究事業 

（１）譲渡犬の飼養実態調査 

〇 調査の概要 

譲渡事業において、飼養希望者に譲渡した犬の飼養状況を把握し、今後の本事業

の参考とするために、譲渡１年後に次のとおり追跡調査を実施した。 

・ 対象及び件数  令和３年度譲渡犬の飼養者１８名（♂６頭、♀１２頭） 

・ 期    間  令和４年４月～令和５年３月 

・ 方    法  封書によるアンケート各戸調査 

・ 内    容  「飼養状況アンケート」 

・ アンケート回収数（率） １７件（９４．４％） 

  電話連絡         １件（死亡の連絡）     

  

〇 調査結果 

・ 現在の状態   〔Ｎ＝１８〕           

健 康・・・・ １７件（９４．４％） 

死亡した・・・  １件（ ５．６％）  

 

〔以降Ｎ＝１７ ♂５ ♀１２〕    

・ 飼育の目的〔複数回答〕                 〔現在の体重〕 

家族の一員・・・・ １６件（９４．１％） 

愛玩用  ・・・・  １件（ ５．９％） 

 

・ 飼育場所〔複数回答〕 

家の中・・・・・・・・・ １５件（８８．２％） 

庭で放し飼い・・・・・・  １件（ ５．９％） 

鎖で繋留  ・・・・・・  ３件（１７．６％） 

その他（同伴出勤等）・・・  ２件（１１．８％） 

 

・ 狂犬病予防法に基づく登録・注射 

受けている・・・・ １７件（１００％） 
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・ 所有者明示について 

付けている・・・・ １７件（１００％） 

         〔明示内容〕〔複数回答〕 

         ・鑑札（１０件） ・狂犬病予防注射済票（１０件） 

         ・マイクロチップ（１７件） ・迷子札（１１件） 

譲渡の条件である、登録と狂犬病予防注射の接種は１００％実施していた。 

手術時にマイクロチップを装着しているため、所有者明示は１００％であるが、

法律で定められている鑑札や済票の装着について、事前講習会で別枠を設けて説

明しているにもかかわらず、装着率が１００％とならなかった。譲渡時に装着す

る首輪に迷子札兼用の鑑札ケースを取り付けて譲渡することとしたためか、迷子

札の装着率は増えたが、１００％とはならなかった。鑑札や済票、迷子札の装着

について、よりいっそうの啓発が必要である。 

 

・ 主に犬の世話をする人 〔複数回答〕 

家族全員・・・・・ ５件（２９．４％） 

妻・・・・・・・・ ８件（４７．１％） 

夫・・・・・・・・ ８件（４７．１％） 

子供・・・・・・・ １件（ ５．９％） 

その他・・・・・・ ４件（２３．５％） 

 

    ・ 犬の運動〔複数回答〕 

       特にさせていない・・・・・・  ０件（   ０％）     

庭で追放し・・・・・・・・・  １件（ ５．９％） 

引き綱で運動・・・・・・・・ １３件（７６．５％） 

その他（ボール遊び他） ・・・  ３件（１７．６％） 

無回答・・・・・・・・・・・  １件（ ５．９％） 

 

         〔運動の回数／一日〕            〔運動の時間／一回〕 
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    ・ 食事の内容〔複数回答〕 

ドッグフード・・・・・・・・・・・ １７件（１００％） 

その他（肉・野菜など）・・・・・・    ５件（ ２９．４％） 

  すべての犬が毎日運動をさせてもらい、食事はドッグフードを基本に与えら

れている。運動や食事においては、適正な飼育がなされていると考えられた。

時には肉や野菜を食べやすい形で与えられている犬もあり、家族の一員として

可愛がられている様子が見受けられた。 

 

    ・ 不妊・去勢手術について  

       センターにて手術済み・・・ １５件（８８．２％） 

        [性別による内訳   ♂４件 ♀１１件] 

動物病院で手術済み・・・・  ２件（１１．８％） 

        [性別による内訳   ♂１件 ♀１件] 

譲渡の条件としている不妊去勢手術については、全頭実施してもらえていた。 

 

・ 動物病院の受診経験 

       ある・・・・・・・・・・ １７件（１００％） 

        〔主な内容〕〔複数回答〕 

・治療（下痢・誤食他） 

・狂犬病予防注射 ・混合ワクチン接種 ・フィラリア予防 ・ノミダニ予防 

・健康診断や相談 ・不妊・去勢手術  ・爪切り    他  

  動物病院は、治療、予防に加えて健康診断や相談で受診していた。 

予防獣医療及び体調不良時の早期受診の大切さについて、譲渡時の誓約書に

記載した上で、しっかりと説明するようにした成果だと思われた。 

 

    ・ 飼育していて困ったこと、現在困っていること 

ある・・・・・１０件（５８．８％） 

         〔主な内容〕 

・怖がり ・噛みつく ・拾い食い ・物を咥える ・トイレを外でする 

・ジャンプ力があり、飛んで咥えて壊す ・かまってちゃんがすごい  

・お風呂が嫌い ・車が苦手 

ない・・・・・７件（４１．２％） 

  犬を飼育していて困ったことの理由は、みな違っており、しつけに関する助言

指導は個別に必要であることがわかった。今回は、飼い主が工夫をして対処でき

ていた。このような困りごとが起きやすいことを犬の講習会で情報提供して、今

後もこのようなちょっとした困りごとには、自ら対処できる飼い主となれるよう

なしつけ方教室を開催していきたい。 

 

    ・ 今回犬を飼っての感想は〔複数回答〕 

       よかった・・・・・・ １７件（１００％） 



- 16 - 

 

        〔主な理由〕 

         ・家族とのコミュニケーションが増えた ・生活にメリハリができた  

・元気になった ・運動量が増えた ・心の支えになった  

・家族の笑顔が増えた ・笑顔を生む存在 ・話題の中心になってくれる 

・散歩のお供 ・楽しい 幸せを貰える ・黙って話を聞いてくれる  

      ・家の中が明るくなった ・世の中の動物全てが可愛く思えるようになった 

 ・生き物に対しての優しさが出てきた ・可愛い ・子供に責任感ができた 

       その他・・・・・・  １件（ ５．９％） 

 

犬を飼っての感想として、全員が良かったと回答し、複数回答でも悪かった

と回答された方はいなかった。センターから犬を迎えられた方全員が、犬との

暮らしに満足されている様子がうかがえた。 

今後も、犬を飼育するにあたっての基本的な留意事項について、事前講習会

や面談時において、しっかりと説明していきたい。 

 

    ・ お宅の犬はしつけが良い方だと思いますか。 

思 う・・・・・６件（３５．３％） 

思わない・・・・２件（１１．８％） 

わからない・・・９件（５２．９％） 

 

     ・ センターで行っている「しつけ方教室」について 

参加した・・・・・・・・・ １２件（７０．６％） 

参加したい・・・・・・・・  ２件（１１．８％） 

参加できない・・・・・・・  ２件（１１．８％） 

無回答・・・・・・・・・・・ １件（ ５．９％） 

センターで行っている「犬のしつけ方教室」への参加意欲は高く、事情により

参加できない方以外は参加していただいている。 

「自分の犬のしつけが良い方だとは思わない」と回答した方や「飼養して困って

いる」と回答した方の悩みを解消できるような教室にしていきたい。 

 

 ・ 処分される犬や猫を減らすために犬や猫の飼養者ができること  

       〔内容〕 

・営利販売、繁殖を規制する 

・販売はブリーダーからのみにする 

・飼う前に考える（費用や手間を知る、お世話の分担、最後まで飼えるか、先の事） 

・保護犬猫を飼う（SNSでのシェア、ＰＲ） 

・飼い主が学ぶ（動物を理解する） 

・不妊去勢手術をする 

・完全室内飼育にする 

・愛情を持って飼う（何があっても家族の一員と思う） 

・責任を持つ 
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・失踪させない（迷子札、マイクロチップの装着） 

・捨てない 

・狂犬病予防接種の時、お金を聴取し、その資金で行政が最後まで面倒を見る  

・センターに協力する 

 処分される犬や猫を減らすために犬や猫の飼養者ができることとして、「責任

を持って最後まで飼う」ことを再確認していただけたと思われる。また、「飼う

前に考える」「保護犬猫の紹介をする」については、今後も譲渡の際に、センタ

ーからお願いしたいこととして伝えていくこととした。 

 

  ・ センターへの意見・要望 

      〔主な内容〕 

        ・センターとボランティアに対する感謝や激励 

          ・近況報告 

          ・しつけ方教室やドッグランを利用した際のお礼や感想 

        ・トライアル期間の要望 

        ・土曜日にドッグランを利用したい  

        ・アンケート等の提出をデータでできるようになると良い   他   

センターへの意見・要望については、譲渡した犬に出会えた感謝が多く、セン

ターの譲渡事業及びボランティア活動に対して高評価を得ていた。ドッグランを

利用している方も多く、しつけ方教室とともに相談できる機会としてとらえられ

ていることがわかった。譲渡後もこのようにセンターと繋がっていくことで、い

つまでも譲渡犬との良好な関係を続けていくことの一助となればと考える。 

 

〇  総括 

本アンケート調査により、センターから犬の譲受をされた方が、センターの譲渡事

業の目的である地域における模範的飼養者として犬を適正に飼養していることが確

認できた。また、事前講習会での説明のポイントや普及啓発のためのヒントを知るこ

とができた。今後も、このアンケート調査を継続して実施していくこととする。 

 

（２）譲渡猫の飼養実態調査 

〇 調査の概要 

譲渡事業において、飼養希望者に譲渡した猫の飼養状況を把握し、今後の本事業

の参考とするために、譲渡６カ月後に次のとおり追跡調査を実施した。 

・ 対象及び件数  令和３年度譲渡猫の飼養者４０名、５２頭 

(♂２６頭、♀２６頭） 

            注：１家族に複数で譲渡していることもあるので、頭数の方が多くなる 

・ 期    間  令和４年４月～令和５年３月 

・ 方    法  封書によるアンケート各戸調査 

・ 内    容  「飼養状況アンケート」 

・ アンケート回収数（率） ５２頭分（１００％、♂２６ ♀２６）     
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〇 調査結果〔以降Ｎ＝５２ ♂２６ ♀２６〕 

・ 現在飼育しているか  

はい・・・・ ５１件（９８．１％）  

いいえ・・・  １件（ １．９％）＊リンパ腫ため死亡 

 

・  飼養方法について  

完全室内飼育・・・ ５２件（１００％） 

 譲渡猫は、譲渡の条件どおり全頭完全室内飼育されており、周辺住民に迷惑を

かけない飼い方をしていただいていた。 

 

   ・  ケージの活用について 

活用している・・・ ４５件（８６．５％） 

〔活用方法〕〔複数回答〕 

・留守中（２２件） ・就寝中（２１件） ・窓開放時（１４件）  

         その他（１７件）の内訳〔複数回答〕 

         ・来客時、いつでも入れるようにしている（各８件） ・その他（７件） 

活用していない・・・ ７件（１３．５％） 

    〔主な理由〕〔複数回答〕 

・室内を自由にさせている、出たがる（各２件） ・その他（４件） 

 譲渡時の条件として用意していただいたケージを活用されていない方がいた。

今後も購入前の面談の際に、ケージに慣れてもらうことの必要性とあわせて慣れ

させるための手法を伝えることとする。 

 

・ 所有者明示について 

付けている・・・・ ５２件（１００％） 

        〔明示内容〕〔複数回答〕 

        ・マイクロチップ（５２件） ・迷子札（１４件） ・その他（３件） 

       その他の内訳 

        ・首輪を付けている（２件） ・エアタグ（１件） 

 手術時にマイクロチップを装着しているため、所有者明示は１００％となるが、

迷子札の装着率が低いため、啓発が必要である。今後も譲渡時にその場で首輪を

装着し、電話番号を直接記入してもらうこととする。 

 

・ 主に猫の世話をする人は 〔複数回答〕 

記入者本人・・・・ ４６件（８８．５％）    

家族の大人・・・・ ２３件（４４．２％） 

子供・・・・・・・  ６件（１１．５％） 

その他・・・・・・  ２件（ ３．８％） 
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猫の世話は、必ず大人の手が入っており、子供も手伝っているようであった。 

その他は、同居人であり、家族の形態が変わってきていることが反映されてい

る。 

 

・ 不妊・去勢手術について  

       センターにて手術済み・・・ ５２件（１００％） 

譲渡猫の不妊去勢手術に関しては、譲渡前にすべての猫の手術を施してから飼

い主の募集をしたため、実施率が１００％となっている。 

 

・ 動物病院の受診について  

    受診した・・・・・ ５０件（９６．２％） 

    〔主な内容〕〔複数回答〕 

・健康診断（３６件） ・ワクチン接種（２６件） ・ノミダニ予防（１１件） 

・皮膚病治療（９件） ・病気（１０件）  

・その他（ウイルス検査、誤飲、怪我、爪切り他）（１０件）  

    受診していない・・・ ２件（３．８％） 

    〔主な内容〕 

 ・飼い主が触れるようになってから来るように言われた（１件） 

 ・後日行く予定（１件） 

譲渡後半年以上動物病院を受診していないところがあるので、譲渡の際に、

健康診断や外部寄生虫駆除薬等の必要性について説明し、動物病院への受診を

促すこととしたい。 

また、皮膚病治療や誤飲が多いため、譲渡時に注意喚起していきたい。 

 

・ 現在飼育している動物について 

譲り受けた猫のみ・・・・ ４５件（８６．５％） 

その他の動物がいる・・・・ ７件（１３．５％） 

  〔同居動物の種類〕〔複数回答〕 

   ・猫（５件） ・犬（１件） ・その他（３件）  

    〔猫との関係について〕 

     ・良好（７件）   

 

・ 飼育していて困ったこと、現在困っていること   

ない・・・ ４１件（７８．８％） 

ある・・・ １１件（２１．２％） 

〔主な内容〕 

・誤飲やものを噛む（５件）  

・ケアが出来ない（４件）  

・シンクや網戸に登る（２件） 
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 飼育していて困ったこと、現在困っていることについて「ある」と回答され

た方の理由は、飼い主の対応によって改善できるものであった。このことから、

猫についても飼育方法の継続的なサポートが必要であることが分かった。 

 にゃんにゃんセミナーにおいて、対応方法等を説明していきたい。 

 

・ 今回猫を譲り受けての感想 〔複数回答〕 

      あり・・・ ４８件（９２．３％） 

       ・近況報告（１７件） ・可愛い、和む（７件） 

       ・２匹一緒でよかった（２件） 

   ・譲り受けてよかった（２件） 

      無回答・・・ ４件（７．７％） 

      悪かった・・・  ０件（０％） 

 飼い始めた感想について、「悪かった」と回答されたかたはいらっしゃらなか

った。「良かった」理由として「可愛い、和む」、「2匹一緒で良かった」等を挙

げていた。 

 

・ 処分される犬や猫を減らすために犬や猫の飼養者ができること   

   チェックあり・・・５１件（９８．１％） 

       ・最後まで飼う（４９件）  ・不妊去勢手術をすること（４０件） 

・室内飼育をすること（３９件） ・野良猫に餌付けしない（２４件）  

      ・飼う前に調べる（２３件） ・情報発信をする（１６件） ・その他（５件） 

       〔その他、各１件〕 

         ・飼い主のいない猫の手術の助成  ・法律の強化  ・教育の強化 

      チェックなし・・・１件（１．９％） 

 処分される犬や猫を減らすために犬や猫の飼養者ができることとして、「最後

まで飼う」、「室内飼育をする」など譲受者に再確認していただけたと思う。ま

た、「情報発信をする」については、今後譲渡の際に、センターから協力をお願

いしたいこととして伝えていくこととした。 

 

・ センターへの意見・要望 

     あり・・・３３件（６３．５％） 

     〔主な内容〕 

      ・お礼（１０件）  ・激励（８件） ・提出遅れのお詫び（２件） 

      ・その他（１２件） 

       〔主な内容〕 

        ・近況報告。 

        ・やり取りをネットで完結したい。 

        ・トライアルがあったほうが良いと思っていたが、考えが変わった。 

        ・web上などで交流したい。 

        ・個別相談の場が欲しい。 
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 センターへの意見・要望については、譲渡した猫に出会えた感謝やお礼に関

する事が多く、センターの譲渡事業に対して高評価を得ていた。 

 

〇 総括 

返信がなかったところには昨年度同様、電話でのお願い、アンケート再送し返信を

お願いしたところ、全件回答を返送していただけた。 

今回から動物病院の受診理由やケージの使用方法、殺処分を減らすためにできるこ

とに関しては、チェック方式としたため前回よりしっかりとした回答を得ることがで

きた。また、主に猫の世話をする項目に関しては家族構成が以前と比べ多種多様にな

っていることに配慮し、項目を記入者本人、家族の大人、子供、その他に分けた。 

本アンケート調査は、対象者は少ないものの回収率は高く、譲渡事業の評価に有

効な手段と思われる。今回の調査結果を踏まえ、今後も地域で模範となる飼い主の

育成を目指すこととする。 

 

（３）猫の適正飼養に関する調査 

○ 調査の概要 

   ・ 対象及び件数 当該フェスティバル時に、センター設置の動物愛護事業啓発ブースに来場さ

れた方。回答件数１９６件。 

・  調査日時 令和４年１０月２３日（日） １０：３０～１５：００ 

「２０２２動物愛護フェスティバルふくおか」開催時 

・ 調査場所 だざいふ遊園地（太宰府市） 

・ 調査方法 ボードにシールや記入した付箋を貼ってもらう。 

・ 調査内容 「猫の適正飼養に関するアンケート」 

三択式（いいね・どちらでもない・いやだ） 

「猫とおうちの中だけでくらすこと（完全室内飼育）についてどう思いますか？」 

「のら猫にエサだけあげることについてどう思いますか？」 

記述式 

「猫でこまっていることは？」 

「不幸な猫をへらすためにどうしたらいい？」 

 

○ 調査結果 

・ 猫とおうちの中だけでくらすこと（完全室内飼育）についてどう思いますか？ 
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・ のら猫にエサだけあげることについてどう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 猫でこまっていることは？ 

     記入件数・・・１６件 

     〔主な内容〕 

      ・敷地内への排便、侵入（５件）  

      ・その他の被害（５件）…ノミ、出産、捕食、ゴミ荒し、餌の放置 

  ・交通事故の心配（３件） ・野良猫の心配（１件） 

      ・自分の飼い猫への心配（２件）…誤飲、遊ぶのが大変 

 猫の被害に困っている内容は、敷地内への排便や侵入などをはじめ、外にい

る猫によるものである。また、困っていることとして外にいる猫の交通事故に

ついて心配している人がいた。いずれも、外にいる猫がいなくなれば解決でき

る問題であるので、今後も完全室内飼育の普及啓発とともに、野良猫を増やさ

ないようにするための知識や方法の普及啓発が必要である。 

 また、自分の飼い猫について困っている人もいた。今後もにゃんにゃんセミ

ナーのような猫の適正飼育について普及啓発をしていく必要性を感じた。 

 

・ 不幸な猫をへらすためにどうしたらいい？ 

     記入件数・・・１３件 

     〔主な内容〕 

      ・子猫が生まれないようにする（3件）  

      ・外にいる猫を飼う、貰い手を探す、エサだけあげない（４件） 

  ・最後まで飼う（３件）…自分も生きる、捨てない 

 ・完全室内飼育（１件） ・猫の知識の普及（１件） ・交通事故が無くなる（１件） 

 猫の完全室内飼育については、かなり定着してきているようである。今後も

完全室内飼育におけるメリット等、正しい知識の普及啓発が必要である。 

 反対の人は７割以上おり、一般的には野良猫にエサだけを与えることは受け

入れられていない。しかしながら、一割程度の人が賛成であり、エサやりを容

認している人も一定数いることがわかる。 
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 不幸な猫を減らす手段として不妊去勢手術、終生飼養、室内飼育など責任の

ある飼い方を行うことが重要であると考えている人が多かった。また、外にい

る猫を幸せにする方法について考えている人もいた。今後も猫の飼い主に対す

る適正飼育の普及啓発とともに、野良猫を幸せにするための知識や方法の普及

啓発が必要である。 

 

○ 総括 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、従来のアンケート用紙に記入して

いただく方法を改め、「三択式」は該当欄にシールを貼る方法、「記述式」は付箋に記

入してもらいボードに貼り付ける方法とした。シールを貼るだけという手軽さからか、

テントを訪れた人に多数参加していただくことができ、完全室内飼育や餌やりの問題

について普及啓発する機会が得られたと思う。「記述式」についても、他の人の意見

を見て知ることができ、情報の共有ができたと思う。 

調査結果からは、完全室内飼育に対する意識は定着しできているが、外にいる猫に

より困っている人はまだいることがわかる。継続して猫の飼育者に対して、完全室内

飼育を啓発していく必要性がある。また、野良猫にエサだけを与えることによる弊害

についての啓発を、機会をとらえて丁寧におこなっていくことも必要である。 

今後も、動物と人との共生を図っていくためには、猫の完全室内飼育等の適正飼養

に関する普及啓発を行うとともに、猫に関する正しい知識の普及啓発活動をさらに推

進していくことが肝要である。 

 

 

４ 動物愛護・管理支援事業 

（１）動物の収集及び管理に関する事業 

   ア 収集、譲渡及び致死処分状況                  単位：頭  

区  分 犬 猫 その他 計 

① 前年度からの繰り越し ４ １ ０ ５ 

 

収

集 

 

 

② 保健福祉（環境）事務所等か 

 らの捕獲犬及び引取犬・猫 
２５５ ２７５ ０ ５３０ 

③ 保健福祉（環境）事務所等か

らの負傷動物 
４９ １５９ ０ ２０８ 

④ 収集計（②+③） ３０４ ４３４ ０ ７３８ 

 

譲

渡 

⑤ センター譲渡 ６ ２９ ０ ３５ 

⑥ 譲受団体譲渡 ２５６ １５８ ０ ４１４ 

⑦ 譲渡計（⑤+⑥） ２６２ １８７ ０ ４４９ 

⑧ 致死処分計 ３８ ２４２ ０ ２８０ 

⑨ 翌年度への繰越 ６ ５ ０ １１ 
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イ 致死処分方法の検討 

    本年度は、炭酸ガスによる致死処分以外の方法を検討する対象となるような犬猫

の搬入が少なく、また、搬入日に環境を整えられなかったため、致死量の麻酔薬投

与による致死処分は実施しなかった。 

 

（２）犬及び猫の譲渡事業 

 致死処分数の減少を図るとともに、地域における模範的飼養者の育成及び適正飼養

の普及啓発を図るため、センターにおいて保管・管理している健康で家庭動物として

適正のある犬及び猫について、譲渡を行った。 

 

ア センターから個人への直接譲渡 

 (ｱ) 譲受希望者への犬の譲渡 

犬の譲受希望者に対しては、事前講習会の受講を義務づけるとともに、譲受希望者

には面談による飼養環境調査を実施し、適正飼養及び終生飼養に支障がないことを確

認して譲渡を行った。 

また、譲渡犬については５種感染症ワクチン等を接種するとともに、内外部寄生虫

駆除、特段の事情がない限り避妊去勢手術を行っている。 

 (a)「これから犬を飼う人のための講習会」（事前講習会） 

    センターから犬の譲渡を希望される方に対し、講習及び面談を実施した。 

・ 講習  「あなたは本当に犬が飼えますか？」、「犬を迎える準備」 

・ 面談  犬の飼養環境調査表（譲受希望者記入）等に基づく聴取 

・ 開催状況   

月日(曜日) 受講者数 組数 （登録）ボランティア数 見学者数 

 ４月 ６日（水） ０名      

  ４月１７日（日） ４名   ２組 ４名 １名 

５月１５日（日）  ３名   １組 ２名  

５月２５日（水）   ３名   ２組 ７名  

   ６月 ８日（水）  １名   １組 ４名 ７名 

  ７月  ６日（水） ０名    

   ７月１７日（日） ８名   ３組 １名  

   ８月  ３日（水） １０名   ５組 ６名  

   ８月２１日（日）   ４名   1 組 １名 １名 

９月 ７日（水） ３名   1 組 ８名  

   ９月１８日（日） 中止    

１０月 ５日（水） ０名    

１０月１６日（日）  ６名   ３組 ２名  

１１月 ２日（水） １名   １組      ７名  

１１月２０日（日） ０名    

１２月  ７日（水） ０名    

１２月１８日（日） 中止    
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１月 ４日 (水） ０名    

１月１５日 (日） ４名   ２組 ２名  

２月  １日（水）  １１名   ５組 ７名 １名 

２月１９日（日） ９名   ４組 ３名  

  ３月  １日（水）    ３名   １組 ５名  

  ３月１９日（日）  ３名   ２組 ３名  

合 計 ７３名 ３４組 ６２名 １０名 

・事前講習会の定員は５組（事前申込み制） 

・開催時間  水曜日；１３：３０～１６：００、日曜日；９：３０～１２：００ 

 

(b) 事前講習会参加組数の推移 

 

(c) 事前講習会での面談結果及び譲渡状況 

      ・事前講習会での面談組数は、受講者組数３４組のうち３２組であった。 

      ・面談の結果、条件付譲渡可は２７組、譲渡不可４組、辞退 1組だった。 

(d) 譲渡後のフォローアップ及び飼養実態調査 

○電話によるフォローアップ（譲渡１０日後）  

○家庭訪問（譲渡４～１５カ月後） 

         ○郵送によるアンケート調査（譲渡１年後） 

 

 (ｲ) 譲受希望者への猫の譲渡 

譲受希望者には随時の個別面談による飼養環境調査を実施し、適正飼養及び終生飼

養に支障がないことを確認して譲渡を行った。 

また、譲渡猫については３種感染症ワクチンを接種するとともに、内外部寄生虫駆

除を行っている。 

(a) 個別面談数 

４０組   

(b) 譲渡後のフォローアップ及び飼養実態調査 

○郵送によるアンケート調査（譲渡６ヶ月後） 



- 26 - 

 

 (ｳ) 犬及び猫の譲渡状況（市町村別譲渡頭数） 

                単位：頭  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所名 市町村名 成犬 子犬 成猫 子猫 事務所名 市町村名 成犬 子犬 成猫 子猫

筑紫 筑紫野市 北筑後 朝倉市

保健福祉 春日市 保健福祉 小郡市

環境事務所 大野城市 環境事務所 うきは市

太宰府市 2 筑前町

那珂川市 大刀洗町

粕屋 古賀市 1 1 3 東峰村

保健福祉 宇美町 南筑後 柳川市

事務所 篠栗町 保健福祉 みやま市

志免町 1 環境事務所 八女市

須恵町 1 筑後市

新宮町 2 大川市

粕屋町 大牟田市

久山町 大木町

糸島保健

　福祉事務所
糸島市 1 広川町

宗像・遠賀 宗像市 4 京築 行橋市

保健福祉 福津市 1 保健福祉 豊前市

環境事務所 中間市 環境事務所 みやこ町

芦屋町 苅田町

水巻町 吉富町

岡垣町 築上町

遠賀町 上毛町

嘉穂・鞍手 飯塚市 北九州市 小倉南区 1

保健福祉 嘉麻市
動物愛護

　　　センター 八幡西区 1

環境事務所 桂川町 福岡市 東区 1

直方市 動物愛護 博多区 1 3

宮若市 管理センター 中央区 1

鞍手町 1 南区

小竹町 城南区

田川 田川市 早良区 1

保健福祉 香春町 西区

事務所 添田町 久留米市 久留米市

糸田町
動物管理

　　　センター

川崎町

大任町

福智町 1 1 令和４年度 成犬 子犬 成猫 子猫

赤村 譲渡数 3 0 5 21
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(ｵ)福岡県獣医師会の支援診療 

県獣医師会支援事業により、１回１頭の支援診療を受けた。 

 

イ 譲受団体への譲渡 

センターの登録基準を満たした団体に対し、当該団体が希望する犬猫を譲渡した。 

※登録基準：福岡県犬及びねこの団体譲渡に係る要領（平成 22年 5月 26日施行） 

(ｱ) 登録譲受団体数 

    ３２団体（令和５年３月３１日現在） 

   (ｲ) 犬及び猫の譲渡状況                 単位：頭                 

犬 猫 
合計 

成犬 子犬 成猫 子猫 

１８０ ７６ ４１ １１７ ４１４ 

 

ウ 譲渡動物の不妊去勢手術 

   おおむね生後３カ月齢以上の譲渡動物を対象に実施した。 

・不妊去勢手術の実施状況     単位：頭 

  メス オス 合計 

犬  ５  ３  ８ 

猫 １５ １７ ３２ 

合計 ２０ ２０ ４０ 

 

エ 譲渡動物へのマイクロチップの装着 

   センターにて、犬８頭、猫３２頭に装着した。    

   登録譲受団体に譲渡した犬猫に対し、獣医師会に委託して装着した。 

 

（３）施設の保守及び管理業務 

   建物・施設、財産の適正な維持管理に必要な業務を行った。 

 

５ 動物愛護週間事業等 

動物愛護週間は「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、広く国民の間に、命

あるものである動物の愛護と適正飼養について関心と理解を深めるために設けられた

もので、センターでは次の事業を行った。 

（１）動物慰霊祭及び講演会  

・ 開催日  １０月１９日（水） 

・ 場所   福岡県動物愛護センター 大会議室 

・ 内容   動物慰霊祭 

       講演会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施しないこと

とした。 

・ 参加者  ２２名  
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（２）２０２２動物愛護フェスティバルふくおか  

開催日及び場所 １０月２３日（日） だざいふ遊園地（太宰府市） 

 

（３）街頭キャンペーン 

粕屋保健福祉事務所と合同で実施）  

   開催日及び場所 １１月２日（水） イオンモール福岡 

 

 


